
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

を作ろう！ 

〇募 集 人 数 ：２０名（個人申込み）および５団体（サークル等）（※書類選考を行います） 

〇応 募 対 象 ：東灘区内にある大学の学生 

○応募締切日 ：平成 29 年 5 月 17 日 (水）17：00 まで 

〇応 募 方 法 ：参加を希望される方は、神戸市東灘区社会福祉協議会の HP を御覧のうえ応募してくださ 

い（http://www.higashinada-syakyo.or.jp/）。HP の QR コードは右下。 

もしくは、必要事項 ―①参加形態（個人か団体か、団体の場合は参加人数） ②氏名（団

体の場合は代表者名） ③メールアドレス ④大学名（学部学科名・学年） ⑤電話番号  

⑥参加動機・やってみたいこと（400 字程度）―を下記アドレスにメール、もしくは FAX

でお送りください。選考結果については、後日ご連絡します。 

■開 催 者 ：神戸市東灘区社会福祉協議会、甲南女子大学社会貢献課、甲南大学地域連携センター 

■お問合せ先 ：神戸市東灘区社会福祉協議会（担当：玉置・大角） 

〒658-8570 東灘区住吉東町 5-2-1 東灘区役所 5 階 

TEL：078-841-6941 FAX：078-841-7999  

E-mail：mail@higashinada-syakyo.or.jp（ｴﾝﾄﾘｰｼｰﾄ送付先） 

秋のチャイルド フェスティバルで、 

自分たちの｢遊びブース｣を作って、 

東灘区のこどもたちや、 

他大学の学生と交流しませんか。 

オリエンテーション・第１回講習  （詳しい内容は、裏面をご覧ください） 

5 月 27 日（土）開始！ 【実施期間】5 月 27 日～9 月 16 日 

ひがしなだチャイルド・フェスティバル 
 

2017 年 9 月 2 日（土）  

会場：甲南大学 

甲南大学のキャンパスを会場として、東灘区のこどもたちと

一緒に遊び、楽しみ、交流する催しで、毎年約 1000 人の

こどもたち、保護者の皆さんが参加されます。 

エントリーシート 
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～ こどもサポーター講座（平成 29 年度） 

～ 

 

 

 

 



 

スケジュール 

 

① オリエンテーション＆自己紹介（5 月 27 日〔土〕14：00～16：00）＠甲南大学 

ボランティアをする際の心構えや、児童館の役割・大学生がこの活動に参加する意義

などについて学びます。 

② 現場に行ってみよう！（6 月 3 日〜30 日までの間の参加可能日から選択）＠各実習先 

児童館などの現場で、実際にこどもと遊ぶ体験をします。 

③ 企画しよう！（6 月 17 日〔土〕14：00～16：00）＠甲南大学 

「チャイルド・フェスティバル」の企画をチームで考えます。 

④ 企画をプレゼンテーション！（7 月 8 日〔土〕14：00～16：00）＠甲南大学 

チームで考えた企画を発表し、審査委員が講評を行います。 

⑤ チャイルド・フェスティバル当日！！（９月 2 日〔土〕9：30～16：00）＠甲南大学 

イベント当日までに、自分たちで考えたオリジナルなブースを制作し、会場内での設

営・準備作業を経て、当日皆で運営します。 

⑥ 振り返りの会（９月 16 日〔土〕14：00～16：00）＠甲南大学 

ここまで学び・体験してきたことを振り返りつつ、改めて「ボランティア活動」や

「地域社会」について考えます。 

 

 
こどもサポーター講座とは 
 
９月に行われる「ひがしなだチャイルド・フェスティバル」（会場：甲南大学。主催：東灘区社会福
祉協議会）で、こどもたちの「遊びのブース」を企画し運営することを目指すためのプログラムで
す。毎年、東灘区の学生が参加して作った「遊びのブース」はこどもたちから好評を得ています。 

 

 

昨年度の参加学生の感想 
 

☆子供たちが興味を抱いている事柄が分かっ

た。（甲南大学３年生） 

☆「一人でしようとしない」ということを学

んだ。みんなで助け合うことが大切だった。

（甲南女子大学１年生） 

☆新しい出会いがあったことが一番うれし

かった。（甲南女子大学１年生） 

 


